
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１４教区第２５９番龍台寺 

住所：福島県双葉郡富岡町大字小浜字中央４４３ 

 

寺院の被害 
・地震と原発事故により、本堂と他の建物が全壊し、庫裡が半壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・寺院所在地の放射線量は高いが、行政の除染は進んでいない。 

・放射能汚染により帰郷することができない。 

・経済的問題を抱えている。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった方や放射能汚染の影響により、避難を強い

られている檀家がある。転居先が広範囲で、居住先が把握できない方も

いる。 

地域の現状 ・帰還困難区域になっている。 

復興の状況 

・放射能汚染被害により復旧の目途は立っていない。復興計画は立てたが未

着手であり、１０年以上はかかると思う。 

・原子力発電所の事故による放射能汚染の被害が大きい。除染が完了してい

ないので、手の施しようがない。 

（H25.7.31現在） 

   

震災後のままの本堂では、仏像が倒れ什器が散乱し、天井が落ちて、雨漏りのため一部の畳は腐

っている。位牌堂の被害も大きく、位牌は倒れ落ちたままの状態である。龍台寺の所在する富岡

町は帰宅困難区域となっており、放射能汚染被害により手を付けることもできない。（撮影日

H25.9.26） 


